
2025年度

佐賀大学大学院入学試験問題
（一般入試）

理工学研究科

数学コース・データサイエンスコース

専門科目2 (1群）

（数学専門：微分積分学，線形代数学）

解答上の注意事項

1 「解答始め」の合図があるまで問題を見てはならない。

2 「解答始め」の合図があったら，全ての解答紙の所定欄に受験番号を記入すること。

3 問題の解答は，別に指示がある場合を除き所定の解答欄に記入すること。

4 試験時間中，試験問題の内容について質問がある場合は，手をあげて監督者に申し出るこ

と 。・

5 各解答紙には，問題番号（圧l、回、回、困）を明記し、解答紙を分けること。
解答紙1枚に複数の問題を解答してはならない。

6 解答紙は，裏面を用いてもよいが，裏面を用いる場合は表面の右下に「つづく」と明記する

こと。

7 その他，監督者の指示に従うこと。
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問 題 紙

佐賀大学大学院理工学研究科

令和 7年度佐賀大学大学院理工学研究科 （博士前期課程）

入学試．験問題

I科目名 I 1群 （その一） 数学専門：微分積分学，線形代数学

□] 
可＝Aを満たすn次正方行列Aをn次エルミート行列という． Aをn
次エルミート行列とし，（・，・）をenの標準内積とする．次の問いに答

ぇょ．

(1)任意のv,wEC門こついて，（Av,w) = (v, Aw)が成り立つこと
を示せ．

(2) Aの固有値はすべて実数であることを示せ．

(3)・入，μをAの異なる固有値とする．入に対する固有空間W入とμに対

する固有空間Wμ は， enの標準内積に関して直交していることを

示せ．すなわち，任意のvEW入とwEWμ について，（v,w)= 0 
が成り立つことを示せ．

(4) i = ✓コとする． A を 3 次エルミート行列
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問 題 紙

佐賀大学大学院理工学研究科

令和 7年度佐賀大学大学院理工学研究科（博士前期課程）

入学試・験問題

科目名 | 1群 l（そ の二） I 数学専門：微分積分学，線形代数学 I 

区］島（R）を2次実正方行列全体のなす実ベクトル空間とする．写像

f: M2(R)→島(R)をf(X)= X _tXで定める．また，励を，（i,j)
成分が1であり，かつ他の成分がすべて0である 2次正方行列とする．

次の問いに答えよ．

(1) fは線形写像であることを示せ'

(2)島 (R)の基底{E11,E12,E21,E四｝に関する 1次変換fの表現行列
を求めよ．

(3)行列F1,凡を

い(;-1)9い(°l;)
とする．｛F1,F2, E21, E22}はM2(R)の基底であることを示せ．さ

らに，この基底に関する 1次変換fの表現行列を求めよ．
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問 題 紙

佐賀大学大学院理工学研究科

令和 7年度佐賀大学大学院理工学研究科 （博士前期課程）

入学試験問題

科目名| 1群l（その三） 数学専門：微分積分学，線形代数学 I 

回R2上で定義された関数

g(x, y) = 2x3....;. 6xy -3炉

の極値をとる点と極値を求めよ．
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問 題 紙

佐賀大学大学院理工学研究科

令和 7年度佐賀大学大学院理工学研究科（博士前期課程）

入学試験問題

科目名 | 1群 l （そ の四） 1 数学専門：微分積分学，線形代数学

囚次の問いに答えよ．

(1) a> 1のとき，極限

R.  

昌[171dx
が収束することを示せ．

(2) aく 2のとき，極限
1 

lim/主巴dx
C→+0 e xa 

が収束することを示せ．

(3) a> 0とし，

％ ＝「三dx
1 ”a (n=l,2,...) 

と定める．このとき，数列{an}芹=1がコーシー列（基本列）とな

ることを示せ．
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